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誤
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誤

正

誤  

正

誤

正

※シクロスポリンの用量は最大で29％減量が必

要であったとの報告（ｎ＝4）

※赤字の追加

（シクロスポリン「AUC上昇比」ーポサコナ

ゾールのマスに関する追記）

誤 (3.0倍)

正
(3.0倍)※

※赤字の追加

誤 8.9倍

正 (5.8倍)

誤
CR0.5～0.7：イマチニブ，ゲフィ

チニブ，エルロチニブ

正
CR0.5～0.7：ゲフィチニブ，エルロチニブ

※赤字の削除

誤 IR

正 CR

（最終更新日：2023年3月1日）

第1刷

第2刷
213頁

表2 下部【基質薬】の

カテゴリー
未 2023.03.01

第1刷

第2刷
175頁 上から11~12行目 未 2023.03.01

第1刷 137頁

エベロリムス

「AUC上昇比」

ポサコナゾールのマス

第2刷 2021.03.23

第1刷 137頁

シクロスポリン

「AUC上昇比」

ポサコナゾールのマス

第2刷 2021.03.23

第1刷 136頁 欄外 第2刷 2021.03.23

第1刷 45頁 式2 第2刷 2021.03.23

第1刷 31頁 式1 第2刷 2021.03.23

「これからの薬物相互作用マネジメント 第2版」訂正のお知らせ

ご購入いただきました「これからの薬物相互作用マネジメント 第2版」（2021年3月発行）におきまして、以下の誤りがございました。

ここに訂正させていただきますとともに深くお詫び申し上げます。

【正誤表】

内容

第1刷 19頁 式1 第2刷 2021.03.23


